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Republic of Paraguay

【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

首都：アスンシオン
面積：40万6,752km2
人口：549.6万人（2000年ECLAC）
人種：混血（白人とインディオ）97％
　　　欧州系2％、その他1％
言語：スペイン語、グァラニー語

岡本　崇広さん
今回の素敵な人は元草津市在住で現在は
青年海外協力隊として南米パラグアイで
陸上競技の指導をされている岡本崇広さ
ん26歳です。
岡本さんはトレーニング以前の問題として
現地で陸上競技用のスパイクシューズが
不足していることを痛感され、以前に所
属していた草津のボランティアグループ『オ
リーブ（代表・恩地美和さん）』に相談。
昨年11月から『オリーブ』の呼びかけで
中古のシューズ集めが始まりました。これ
を知った私たちは早速、パラグアイの岡本
さんにメールでの取材をお願いしました。
まさにＩＴ時代ならでは国際レポート。
以下は岡本さんからのメールの内容です。

僕が青年海外協力隊
に応募したのは「自分
にできる国際協力は何か？」を模
索中に、得意の陸上競技で貢献で

きることを知ったから
です。2002年 7月試
験に合格し、パラグア

イに着任しました。
現在こちらでは陸上競技の指導をし
ながら、「指導者のための講習会」
の講師や、パラグアイ陸上協会の
運営協力などを行っています。

南米のほぼ中央にある人口約550
万人のパラグアイ。日本ではあま
り馴染みがありませんが、逆に日
本のことはよく知られています。
それは日本からの援助協力が多い
からです。また日系人の貢献も大
きく、彼らの作る大豆は日本にも
たくさん輸出されています。

こちらでは陸上人口が少なく、用
具が高価なため、競技の用具が簡
単に手に入りません。地方ではほ

とんどが裸足で、首都でもスパイ
クを履いているのは一部の選手だ
けです。パラグアイの陸上競技を発
展させるには選手の人数を増やし

用具を充実させる
ことが必要です。
この現状を解決す
るため、皆さんに
寄付をお願いした
中古のスパイクシュ
ーズは、実に200
足も集まりました。

みんな喜んでいます！ありがとう
ございました。

最近の日本には夢が無いように感
じますが、努力次第では叶えられ
ます。でもこちらでは貧しさゆえ
に夢すら失っ
た子供たちが
たくさんいま
す。このこと
をより多くの
方に少しでも

考えてもらえれば幸いです。そし
て自ら行動に移していただければ
さらに素晴らしいと思います。

今、岡本さんの楽しみは8月に開
催されるアテネオリン
ピック。将来、教え
子の中から
出場選手
が生まれるこ
とを期待され
ています。
（取材・鋒山）
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